
この結果は、同協会加盟校の入

学志願者数調査による各校の状況

を、小社が独自に再集計、解析し

たもので、昨年度まで同協会へ未

加入だった鈴鹿医療科学大（薬学

部定員100人）、立命館大（100人）

を含めた全57校が対象となってい

る。

調査結果をみると、調査対象が

前年度より２校・200人増えたも

のの、今年度４校で定員削減を行

ったこともあり、57校の定員数は

前年度より60人増にとどまった。

その結果、全体の定員数は１万

1844人となった。

一方、総志願者数（一般入試＋

推薦）は７万8849人で、前年度の

８万3611人に比べ5.7%減少し、８万人台を割

り込んだ。

６年制（一括入試の北里大、大阪薬大を含

む）と４年制別でみると、それぞれ７万4875

人（前年度７万9160人、△６％）、3974人

（4451人、△11％）であり、４年制の落ち込

みが大きかった。

また、志願段階ではあるが、平均入試倍率

は6.7倍と前年度の7.1倍を下回り、調査時点

で大学数が増えた一方で、倍率は低下してい

たことになる。

各大学の入試倍率をみると、大学により大

きく差が開いていることが分かる。最も倍率

が高かったのは、東京理大の21.1倍（前年度

21.5倍）、次いで武蔵野大18.9倍（21.2倍）、

立命館大17.8倍（データなし）、慶應大17.6倍

（28.8倍）などで、10倍以上は12校、昨年度

の10校を上回った。

20倍を超えたのは東京理大のみと、前年度

の３校を下回ったが、人気の高い東京理大、

武蔵野大、慶應大に加え、立命館大がいきな

り「人気校」に躍り出た。

このほか東邦大、日大、昭和薬大、星薬大、

摂南大、神戸学院大、福岡大など伝統校では

高倍率を維持している。

一方で、倍率が３倍に達しなかったのは19

校で、前年度の９校から大幅に増加した。こ

のうち倍率が２倍に満たなかったのは10校

で、前年度の８校を上回り、厳しい大学では

より一層厳しさが増していた。

最も倍率が低かったのは北陸大1.1倍（前

年度1.1倍）、青森大1.2倍（1.0倍）、奥羽大、

いわき明星大、福山大、就実大はいずれも

1.4倍（それぞれ0.6倍、1.7倍、2.3倍、2.1倍）、

次いで松山大が1.5倍（2.1倍）、城西国際大

1.6倍（2.5倍）、岩手医大1.8倍（2.1倍）、徳島

文理大1.8倍（1.9倍）などで、これら新設系

大学を中心に厳しい状況が続いている。
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今年度も全国の薬科大学・薬学部で

は“定員割れ”が続いたことが小社調

査で明らかになっているが、日本私立

薬科大学協会がまとめた調査によると

調査対象校が増えたにもかかわらず、

志願者総数は前年度より約６％減少、

８万人を割り込んだことが明らかにな

った。現在、私立薬科大学・薬学部は

57校で、総定員数は１万1844人、志願

時点での平均倍率は6.7倍と前年度の

7.1倍を下回った。
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日本私立薬科大学協会が調査


